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【症例 1】72歳，女性．平成 7年7月，畑仕事中 3m
下に転落受傷．両前腕より手指の異常知覚と巧鰍運動





















観察した症例である．知覚検査は， 2 PD （静的，動




















































【眼科的所見】瞳孔径 ：右 7mm左 6mm正門視力；





































【結果】 13例に neckclipping, 2例に coatingを行っ
































































































を検討した.Dal Pont-Obwegeser法を group1 (n=9), 
Obwegeser原法を group3 (n=38），その中聞を group2























































































送された 来院時意識レベノLJCS 200，血圧 120/65
mm Hg，脈拍 105/bpm，自発呼吸は弱く， COHb濃度
は42%であ η た．直ちに気管内挿管下で100%酸素に
よる人工呼吸を開始し，約4時間後 COHb濃度は
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1.1%に低下した.2日後の頭部CTで両側淡蒼球は低
吸収威像を示したが，経過中意識はほぼ清明となり，
電気生理学的検査でも EEG,ABR, SSPE, MEPで良
好な所見が得られた. 12日後の MRIでは，両側淡蒼
球に虚血性変化がみられ， MRSでも淡蒼球で NAA
(N-acetylaspartate )/Creatineが0.752と前頭葉に較べて
明らかに低値を示したが，大脳皮質および白質に明ら
かな異常所見は認められなかった．本例は第18病日に
突然肺塞栓をきたし死亡したが，それまで神経学的に
異常所見を認めず，淡蒼球のみの虚血性病変は必ずし
も予後不良の指標にはならないことが示唆された
24）硬膜外電極による脊髄電気刺激が意
識障害改善に有効であった2症例
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意識障害患者2名に対して硬膜外電極による脊髄刺
激療法を行い，意識改善に有効と考えられた．
【症例 I]21歳，男性．自殺企図による低酸素血症の
ため意識障害を生じた．頭部 MRIで大脳基底核に異
常信号を認めた.JCSで30以上の改善がなく，第四病
日に脊髄硬膜外電気刺激療法を開始した.33日間実施
し，意識レベルは改善し，軽快退院した．
【症例2】18歳，男性．高い所から転落受傷した．頭
部MRIで右内包の障害が認められた.JCSで30であ
った．第27病日に脊髄硬膜外電気刺激療法を開始し
た．意識レベルは改善し，呼吸状態が改善し，簡単な
会話が可能となった．電気刺激を続けたまま101日後
に転院した．考察；意識障害に対する有効性を確証す
るのは難しいが， 2症例ともに刺激開始により意識レ
ベルの著明な改善がみられた．若年者，大脳の障害が
軽微であったこと，比較的早期から実施したことが有
効であった一因と考えられる．
25）重傷頭部外傷における軽度低体温療
法一各種モニタリングからみた脳循
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【目的】重傷頭部外傷8例に対して軽度低体温療法を
施行し，本療法における脳循環代謝の指標として，各
種モニタリングを導入し見当したので報告する．
【対象と方法】対象は，搬入時 GCSB以下の 7例と術
中脳腫脹の著明であった 1例である．本療法は，全身
麻酔下に内頚静脈温を指標として 32°Cを3～5日間
維持し，復温は 0.5。Cl日にて上昇させた．本療法中
のモニタリングとして内頚静脈酸素飽和度（SjOi），経
頭蓋超音波ドプラによる中大脳動脈平均血流速度
(MFV）などを測定した．
【結果】復温により Sj02は平均8.2%低下し， MFVは
23.2%，脳還流圧（CPP）は20.1%上昇した.MFVと
CPPは高い相関 （相関係数＝0.981）を示した
【結論】 Sj02は脳代謝と脳血流により決定されるが，
低体温時の Sj02平均値の上昇は，この時期の MFV
低下により脳代謝の低下を反映していると考えられる．
Sj02とMFVのモニタりングは，本療法において脳
循環代謝の有用な指標となりうることが示唆された．
